
The International Research Society of the Sapporo Conference for Palliative and Supportive Care in Cancer 
（The International Research Society of the SCPSC / がん緩和ケアに関する国際研究学会） 

 
第 6回理事会議事録 

 
3rd & 4th Joint SCPSCに向けての第 6回理事会が 2021年 12月に開催された。 
今回は COVID-19 pandemicの状況を考慮して紙面での開催とした。 
 
下記提案事項について了承を得られ、会則に従い本議案は決議された。 
 
提案事項 
1. 3rd & 4th Joint SCPSC（2022年 7月開催）の件 

1. Program 
世界的な Covid-19 流行の影響を受け、当初 2020 年 7 月に開催を予定がされてい
た 3rd SCPSC(照井 健 大会長)は再々延期し、2022年 7月に開催することとなった。
また当初 2023年 7月に開催が予定されていた 4th SCPSC(三宅 智 大会長)と時期が
近くなるため、2022 年 7月に 3rd & 4th Joint SCPSC として開催し、会期は 1日延長
して 3日間とすることとした。 
第２日目ランチョンセミナーでご講演予定であった Prof. Frank Brescia は都合に
より演者が Prof. Sheldon Solomon に変更となった。 
第３日目午前に講演予定であった 榊原 彰 先生（日本マイクロソフト・ディベロ
ップメント株式会社）は都合により演者変となり、新しい演者は現在、日本マイク

ロソフト社と調整中である。 
Programに関してすべての理事から了承を得られ決議された。 

 
2. 予算案 

当初 2日間で開催予定であった 3rd SCPSCは 4th SCPSCと合同で 3日間開催とな
ったため、それに伴って予算案が変更となった。 

1名の理事から 「COVID-19 pandemicの影響を考慮し hybrid開催の予算案も提示
すべき」 との意見が出されたが、他のすべての理事の了承を得られ会則に従い本議
案は決議された。 

 
3. その他準備状況 

広報などの準備状況について説明し、提案の通り承認された。 
 

2. 新理事紹介の件 
SCPSCの新事理として小川 朝生 先生（国立がん研究センター）、鳥本 悦宏 先生 （東
札幌病院）、大串 祐美子 先生 （東札幌病院）の 3名が紹介され、提案通り承認された。 


